
対象品目：全品目

労働安全管理

農作業における危害要因の把握と農作業事故につながる恐れの

ある作業手順や作業環境等の改善

規範項目

４４

＊農業経営の持続的な発展のために，農業に携わる人の安全と健康が保たれなけ
ればなりません。近年，農作業中の事故件数が高とまりしており，特に改善が急
務となっています。そのため，農作業による事故や農業に起因する疾病を未然に
防止する取組が必要です。

規範の必要性や背景

○日頃から作業手順や作業環境および危険箇所等を確認し，安全で効率的

な農作業を行うための対策を立てる。

○飲酒し，酒気を帯びている者，薬剤を服用し，作業に支障がある者，病

気，負傷，過労等により正常な作業が困難な者は，作業を中止するか，必要

取組事項

な農作業を行うための対策を立てる。

○飲酒し，酒気を帯びている者，薬剤を服用し，作業に支障がある者，病

気，負傷，過労等により正常な作業が困難な者は，作業を中止するか，必要

に応じて作業の内容を制限することが必要。特に，機械作業や高所作業等，

危険を伴う作業には，従事させないようにする。このような作業は，妊産婦，

年少者，作業の未熟練者には行わせない。資格が必要な作業に，資格がな

い者を従事させない。

○疲労が蓄積しないように，定期的に休息を取るなどの配慮を徹底する。

○作業環境に応じて，安全な作業が確実に実施できるように，作業環境を快

適な状態に維持管理する措置を行い，マニュアル化などの対策を講ずる。

解 説

農作業による事故や農業に起因する疾病を未然に防止するために以下のことに取り組みま

しょう。

●作業の計画・手順・環境

・余裕を持って無理のない作業計画を立てましょう。

・事前にその日の作業手順について打合せを行いましょう。

・作業方法の見直しや作業環境の改善を行いましょう。



●農作業安全意識の向上

・応急処置の知識を身につけるとともに，緊急時の連絡体制を整えましょう。

・危険な作業を行う場合には，作業者の負担を軽減すると共に，補助者の配置により，一人

での作業を避けましょう。

・作業内容や，作業場所を家族等に明確に伝えておきましょう。

・作業受委託では，委託者は受託者に，危険箇所や注意事項を事前に説明しましょう。

●安全な農作業を行うための対策

・作業に入る前の準備運動，作業後の整理運動により，体調を整えましょう。

・気候条件や体調に配慮して，無理のない作業を行いましょう。

・一日の作業時間が8時間を超えないようにしましょう。

・疲労が蓄積しないよう定期的に休憩を取りましょう。

・きつい姿勢をとる作業や長時間同じ姿勢を続ける作業では，作業台の高さや棚の配置，作

業工程の変更により，作業をしやすいように改善しましょう。

・重量物の移動には，台車などを利用し，身体への負担を軽減しましょう。

・荷物を積む作業では，積み過ぎや荷物の中抜きをしないようにしましょう。

●健康管理

・適当な休養をとり，定期的に健康診断を受け，健康管理に努めましょう。

・疾病がある場合には医師に相談し，健康状態によっては作業を休むか，作業手順や分担を

見直しましょう。

●女性，年少者，高齢者への配慮

・妊産婦及び年少者に，重量物の取扱いや高所作業，著しい振動のある作業等危険性の高い

作業，薬剤の取扱いをさせないでください。また，深夜作業をさせないでください。

・高齢者には加齢による心身機能の変化をふまえ，安全意識の向上を図り，作業安全への配

慮を行いましょう。

◆関連法令等

・農作業安全のための指針(農林水産省HP）
http://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/pdf/link10_1.pdf

◆参考情報

・農作業安全の手引き （茨城県農林水産部産地振興課HP）

http://www.pref.ibaraki.jp/nourin/sansin/nousan/H25-tebiki.pdf
・農作業安全対策（農林水産省HP）

http://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen

・ＧＡＰで農作業安全パンフレット（農林水産省HP）
http://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/pdf/gap24s.pdf

・高齢者には加齢による心身機能の変化をふまえ，安全意識の向上を図り，作業安全への配

慮を行いましょう。

●環境対策

・暑熱：こまめな水分・塩分補給と休憩，日よけの設置，通気性の確保

・寒冷：防寒，急激な温度変化への注意，休憩

・粉塵：防塵めがねや防塵マスクの着用，粉塵発生源の囲い込み，粉塵の除去

・照度：適切な照明，視界の確保，明るすぎる場合には遮光，カーテン，サングラス

・酸欠：酸欠の危険がある場所では一人で作業を行わず，作業場所・時間を知らせる。


